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１．アメリカザリガニ（Procambarus clarkii）に関する情報 

 

○分類   軟甲綱十脚（エビ）目 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ属 

 

○評価   特定外来生物 

 

○生態系被害防止外来種リスト 緊急対策外来種 

 

○原産地  ミシシッピ川流域を中心としたアメリカ南東部からメキシコ北東

部。 

 

○定着実績 日本へは、1927 年にニューオリンズから 27 匹がウシガエルの餌

として現在の神奈川県鎌倉市に導入されたのが最初で、その後、

食材やペット、生餌、教材などとしての利用で分布を拡大したと

考えられている。現在では本州から沖縄本島までの各地に定着

し、2016 年には石垣島でも確認された。北海道でも温排水が流

れ込む水域で定着している（自然環境研究センター（編著）, 

2019; 北野ほか, 2017; 環境省ウェブサイト）。海外ではアフリ

カ、アジア、ヨーロッパ、北米、南米の数多くの国に侵入、定着してい

る（Cabi）。 

 

○評価の理由 

アメリカザリガニは多様な小動物を捕食したり水草を切断して水生植物群

落を破壊することで劇的な生態系の変化を引き起こす。既に日本全国に広く定

着しており、水生植物の消失や水生昆虫の局所的な絶滅を引き起こしているほ

か、魚類や両生類などの生息に悪影響を及ぼしている。また、ザリガニペスト

（アファノマイセス菌）1や白斑病のキャリア（保菌者）になることから、ニホ

ンザリガニの生息地に侵入すれば、ニホンザリガニを含む淡水生態系に大きな

影響を与える可能性がある。身近な水生生物として親しまれて釣りや飼育が多

く行われており、飼育個体等の放逐による拡散リスクが常に存在する。 

 

1 ザリガニペスト 

ザリガニカビ病とも呼ばれ、北アメリカ原産のアファノマイセス菌を病原菌とする。

北アメリカ産のザリガニ類はこの菌に耐性があるが、他の地域のザリガニは感染すると

死に至る。ザリガニにより媒介されるだけでなく、水域を通じても拡散する。アファノ

マイセス菌は、IUCN の世界の侵略的外来種ワースト 100 に選定されている。 
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○被害の事例 

【生態系に係る被害】 

 水草を食害することや水草を刈り取ることで、水域内の水草を消失さ

せる。また、水草が消失することによって水生昆虫や魚類等の生息場

所が奪われ、これらの生物がアメリカザリガニや他の捕食者により捕

食されやすくなる（苅部・西原, 2011）。 

 沈水植物の消失により池沼の浄化が行われず、アオコが発生すること

などで低酸素状態を引き起こすなど、劇的な生態系の変化を引き起こ

す（西川, 2017）。 

 植物を切断する、引き抜く、巣穴を掘る、徘徊するといった行動を通

して底泥を巻き上げ、水生植物の生育に影響を及ぼす（森, 2017）。 

 小型個体は雑食の傾向が強く、大型個体は植物を好む傾向があり、

様々なサイズの個体が揃い生息密度が高まると、水辺生態系に与える

影響は大きく、特に希少な水草や水生昆虫への影響は甚大である（西

原・苅部, 2017）。 

 千葉県や静岡県、愛知県、石川県、三重県の池沼ではアメリカザリガ

ニの侵入及び急増後に水生植物が確認されなくなり、ベッコウトンボ

などの希少トンボ類やゲンゴロウ類が激減もしくは地域絶滅した事

例がある（西原・苅部, 2017）。 

 シナイモツゴやゼニタナゴが生息する旧品井沼周辺ため池群では全

てのため池にアメリカザリガニが侵入して繁殖し、一部で食害による

影響と考えられる異変が発生している。特にゼニタナゴが生息するた

め池では産卵基質である二枚貝が減少し、タナゴの繁殖が脅かされて

いる（高橋ほか, 2017）。 

 多摩丘陵ではトウキョウサンショウウオの繁殖地にアメリカザリガ

ニが侵入し、卵嚢の破壊等による深刻な影響が見られている。同様の

ことがカエル類でも観察されている（苅部・西原, 2011）。 

 スペインのチョザス湖では、アメリカザリガニが侵入したことで水面

の 95％を覆っていた水生植物が 6年後に 2％以下まで激減し、水質や

生物多様性も劣化した（Rodríguez et al., 2003）。 

 アメリカザリガニはザリガニペスト（アファノマイセス菌）のキャリ

アになる(Diéguez-Uribeondo et al., 1995)。ニホンザリガニはこの

病原菌への感受性が高く（Unestam, 1969）、札幌市でニホンザリガニ

の大量死が起こった後、病原菌の遺伝子解析が行われた結果、原因は

アメリカザリガニが保菌していたアファノマイセス菌に由来してい
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る可能性が高いことが示されている（Martín Torrijos et al., 2018）。

ヨーロッパではこれによって在来ザリガニが激減した例がある

（Edgerton, 2002; Edgerton, et al., 2004）。 

 アメリカザリガニは白斑病などのウイルス病のキャリアとなる可能

性が示されている（Jiang et al., 2017）。白斑病は宿主特異性が低

く様々な十脚目甲殻類に感染するため、在来甲殻類に壊滅的な影響を

もたらすことが懸念される（西川・苅部, 2017）。 

 

【農林水産業に係る被害】 

 アメリカザリガニが水田に巣穴を掘ることにより水田漏水を引き起

こしたり、水田の畦に巣穴を掘って崩壊させたりする他、水稲を摂食

するなど，農業に対してさまざまな悪影響をもたらすことが知られて

いる（苅部・西原, 2011; 若杉, 2013）。 

 秋田県や千葉県、兵庫県ではジュンサイ栽培池でのアメリカザリガニ

食害の懸念も報告されている（阿部ほか, 2018; 寺沢ほか, 2013; 環

境省自然環境局野生生物課外来生物対策室, 2022）。 

 

○被害をもたらしている要因 

（１）生物学的要因 

 本州から沖縄県の平野部の広い地域がアメリカザリガニの生息適地

であり、既に北海道を除く全国に広く定着し、低標高の市街地や水田

地帯に多く生息する（環境省自然環境局野生生物課外来生物対策室, 

2022）。 

 在来種のニホンザリガニの抱卵数が 50 程度なのに比べてアメリカザ

リガニの抱卵数は 500 以上と非常に多く、繁殖力が高い（川井, 2009; 

中田, 2020）。 

 雑食性で（西原・苅部, 2017）、多様なものを餌とすることが出来る。 

 低酸素や高水温に対する耐性があり、水質の悪化にも強く、比較的劣

悪な水環境でも生息可能である（中田, 2020）。 

 

（２）社会的要因 

 ペット業界では観賞用の他に肉食魚等の餌用としても生きた個体が

多く流通しており、概ね安価（1 匹数十円～1,000 円程度）で販売さ

れている（株式会社プレック研究所, 2020）。 

 ネットオークションなど、インターネットを通じた個人間での取引（3

カ月で1000件以上）も行われている（株式会社プレック研究所, 2020）。 
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 生物教材として小学校の授業などで用いられている（一寸木, 2015）。 

 身近な水生生物として親しまれており、公園の池などでザリガニ釣り

をして楽しむ人も多い。また、採った個体を持ち帰って飼育すること

も多く、一般家庭でもかなりの数が飼育されているものと考えられる。

さらに、飼いきれなくなった個体が野外に放逐されることもある（西

原, 2020; 中田, 2021; 環境省ウェブサイト）。 

 海外ではアフリカ、アジア、ヨーロッパ、北米、南米の数多くの国に侵入、

定着しているが、この主な原因は飼育個体の放逐だと考えられている

（Cabi）。 

 

 

○特徴並びに近縁種、類似種などについて 

 体長 12cm（自然環境研究センター（編著）, 2019）。成体の体色は暗

赤色だが、様々な色彩変異がある。はさみには赤色のイボが多数ある。

稚ザリガニは茶褐色。 

 国内に同属の在来種はいない。 

 国内の野外で確認記録のあるニホンザリガニ、ウチダザリガニ、ミス

テリークレイフィッシュとは頭胸甲の背面の形状（areola）で識別で

きる。Areola が閉じていればアメリカザリガニである（環境省ウェブ

サイト）。 
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